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に
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一
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「
文

は

人

な

り

」

に

も

の

申

す

…
…
…

…
…
,
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・…
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「
文
は
入
な
り
」
と
い
う
常
識
/

　
　
　
　
　
「
文
は
人
な
り
」
の
二
つ
の
問
題
点
/

　
　
　
　
　
「
文
は
人
な
り
」
の
理
念
と
は
?
/

'　
　
　
　

「
あ
り
の
ま
ま
に
書
け
」
の
欺
隔
/

　
　
　
　
　
「
自
分

の
言
葉
で
書
け
」
は
書
く
楽
し
み
を
奪
う
/

　
　
　
　
　
「
文
は
自
己
演
出
な
り
」
/
文
章
を
楽
し
も
う

:

:

:

・
:

・
:

・
・
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第
二
章
◆
小

論

文

・
レ
ポ

ー

ト

・
投

書

　

　
意

見
文

の
書

き
方

…
…
,・…
η

 　
　
　

1
小
論
文
と
は
何
か

　
　
　
　

小
論
文
は

「
意
見
文
」
だ
/

　
　
　
　

小
論
文
は
恐
れ
る
に
足
り
な
い
/

　
　
　
　

イ

エ
ス

・
ノ
!
を
答
え
る
文
章
/

　
　
　
　

論
理
と
は
イ

エ
ス

・
ノ
ー
を
判
断
す
る
こ
と

　
　
　

2
ど
ん
な
テ
ー

マ
で
も
、
「
型
」
を
守

っ
て
書
く

　
　
　
　

「型
」

の
重
要
性
/

「型
」
は
四
部
構
成

で
/

「
型
」
の
注
意
点
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3
こ
ん
な
小
論
文

・
レ
ポ
ー
ト
は
失
敗
だ

　
文
体
は
新
聞
を
見
習
え
/

で
き
そ
こ
な
い
の
小
論
文
と
は
?
/

　
原
稿
用
紙
の
使
い
方

4
も

っ
と
内
容
を
深
め
る
た
め
に

　
メ
モ
を
と
る
/

こ
れ
が

メ
モ
例
だ
/

　
課
題
文
の
読
み
取
り
は
ノ
ー
を
考
え
る
/

　
実
際

に
文
章
を
作
成
す
る

5
う
ま
く
な
る
た
め
の
練
習
法

　
転
用
術
を

マ
ス
タ
ー
す
る
/
新
聞
を
活
用
す
る

第
三
章
◆
自

己
推

薦

書

・
志

望

理

由

書

の
書

き

方

・…
…
…
…
…
…
・…

　
　
　

1
自
己
推
薦
書
は
個
性
や
熱
意
を
強
調
し
て

　
　
　
　

ど
ん
な
自
己
演
出
を
す
る
か
決

め
る
/

　
　
　
　

一
つ
の
売
り
も
の
を
決
め
て
四
部
構
成
に

　
　
　

2
志
望
理
由
書
は

「
し
た
い
こ
と
」
を
明
確

に
示
す

　
　
　
　

し
た
い
こ
と
を

一
つ
に
ま
と
め
る
/
志
望
理
由
書
も
四
部
構
成

で

　
　
　

3
自
己
推
薦
書

・
志
望
理
由
書
は
、
面
接
と
セ
ッ
ト

　
　
　
　

好
ま
れ
る
人
格
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
/

エ
サ
を
ま
く
/

　
　
　
　

武
器
を
最
大
限
に
利
用
す
る

-
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◆
作

文
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書

き

方
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,
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1
作
文

・
エ
ッ
セ
イ
を
書
こ
う

　
　
　
　

作
文
は
子
ど
も
が
書
く
も
の
?
/

　
　
　
　

読
者
を
巻
き
込
む
こ
と
が
必
要
/

　
　
　
　

人
柄
を

ア
ピ
ー
ル
し
た
い
な
ら

「
文
は
人
な
り
」
で
/

　
　
　
　

ひ
ね
く
れ
て
考
え
る
/
作
文
も

「
型
」
を
使
う
と
ラ
ク
に
書
け
る

　
　
　

2

一
味
違

っ
た
作
文

・
エ
ッ
セ
イ
に
す
る
た
め
に

　
　
　
　

テ
ー

マ
が
な

い
と
完
結
し
な
い
/
テ
レ
ビ
ド

ラ
マ
を
参
考
に
/

　
　
　
　

囲
ハ味
を

ひ
く
書
き
出
し
に
/
表
現

の
工
夫
を
す
る
/

　
　
　
　

好
き
な

エ
ッ
セ
イ
ス
ト
を
見
つ
け
よ
う

…
…
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1
手
紙
を
上
手
に
利
用
す
る

　
　
　
　

手
紙
の
五

つ
の
長
所
/

　
　
　
　

手
紙
は
特
定

の
相
手

へ
の
小
論
文

・
作
文
だ
/

　
　
　
　

一
言
添
え
る
自
己
演
出
/
絵

ハ
ガ
キ
は
四
行
か
二
行

で

　
　
　

2
メ
ー
ル
は
簡
潔
に
効
率
よ
く

　
　
　
　

マ
ナ
ー
を
守
ろ
う
/
箇
条
書
き
に
肉
声
を
プ

ラ
ス
し
て

…

…
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第

六
章

◆
文

章

は

現

代

を

救

う

…
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…
…

…
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書
く
力
こ
そ
が
思
索
力
だ
/

　
　
　
　

文
章
は

ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
を
拡
大
す
る
/
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「
ゆ
と
り
教
育
」
を
作
文
教
育
で
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…
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